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甘山会 国会リポート 

総       覧 
 
４月２４日に補欠選挙が終わり、結果は自民党
の２勝０敗となりました。元来、補欠選挙は組織・
団体・企業が総がかりでやるものですから自民党
が強いのが傾向です。 自民党の支持率がそう高
くない中で勝利できたのは低投票率に救われた、
というのがマスコミの総括ですが、正直、よってた
かってあらん限りの手立てを尽くした選挙で、負け
るような事があればこれ以上やりようがないという
思いでした。 
さて、我らが大将、山崎拓先生が政界復帰を果
たし、小泉総理が何を期待するかと言えば、秋の
国連安全保障理事会常任理事国入りに向けて、
日中・日韓関係の改善であるとかねてから申しあ
げてきましたが、その指摘どおり連休明けに山崎
氏が訪中しました。当然、小泉総理の意を受けて
の行動と思われます。私の師である山崎先生は
かねてから「日本の政治家は、ともすれば欧米志
向で先進国ばかり行きたがる。アメリカは特別な
関係としても、これからはアジアの時代だ。日本の
政治家はアジアに軸足を置いた外交関係を築くべ
きだ。」というのが持論でした。 
数年前、山崎幹事長時代に随行議員団長とし
てＡＳＥＡＮ各国にお供しましたが、山崎先生
のアジア首脳との信頼の絆を確認する旅でもあ
りました。当時、小泉総理の靖国参拝を中国と
韓国が問題視し、クレームを付けて来た後だっ
ただけに日本のマスコミはお詫び行脚と書き立
てましたが、意に反してＡＳＥＡＮ各国では靖
国参拝を支持する声が圧倒的でありました。わ
ずかにシンガポールのリー・シェンロン副首相
（現首相）のみが中国よりの発言をしていたく

らいでした。そのシンガポールの戦争博物館を
訪れた際、各国が第二次世界大戦に突入するま
でのくだりが書いてありましたが、驚いた事に
『・・・連合国側の包囲網を敷かれた日本は、
やがて資源を求めて南下するか降伏するかの選
択を迫られ・・・』との記述内容でした。戦争
を客観的に分析するという記述を、被害国で目
の当たりにした時、何れの時か戦勝国以外の客
観的歴史認識がなされる時から真の平和構築が
始まると痛感いたしました。しかしながらＡＳ
ＥＡＮ各国の日本よりの反応は随行記者団がい
くら記事を送ろうともほとんど紙面に載らなか
ったというのが客観的と言われている今のマス
コミの現状です。 

今週の出来事（ ま・いっか ） 
 
 ゴールデンウィークの期間中、２～３日休みをも
らい何年ぶりかで家内と銀ブラ（今時こんな言い
方はしないんですかね）や丸ブラ（丸の内散策）を
しました。驚いた事に、いまや丸の内はブランドシ
ョップ街の様を呈し、まるでパリに居るよう。車で
移動している時には景色など見ないのに、歩いて
回るとまるで別の町に迷い込んだよう。洒落た洋
菓子屋さんも軒を並べ、奥のカウンターで珈琲な
どすすれば一瞬時が止まったようでいつになく優
雅な気分に浸れます。口笛でも吹きたくなるような
面持ちで散歩しているうち家内の目が爛々と輝い
てきました。（しまった！ここは高級ブランド街だっ
た！） 
冷や汗が出て来るのを感じ「出すのは半分だけ
だからね」と機先を制したつもりが、待ってましたと
ばかり某ブランド製品の予約をされてしまいまし
た。 
『注意一秒・散財（ケガ）半分！』 


